
Title 舌下免疫療法により誘導される口腔粘膜特異的な新規
免疫細胞の同定・機能制御

Author(s) 青井, 啓太

Citation 大阪大学, 2018, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/69653

rights

Note

やむを得ない事由があると学位審査研究科が承認した
ため、全文に代えてその内容の要約を公開していま
す。全文のご利用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



                                     様式３ 

論  文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （    青 井  啓 太      ）

論文題名 
舌下免疫療法により誘導される口腔粘膜特異的な新規免疫細胞の同定・機能制御

論文内容の要旨 

舌下免疫療法(sublingual immunotherapy ; SLIT)は，舌下にアレルゲンを投与することでアレルギー反応を減少させ，ア
レルギー疾患の根治を可能とする治療法である．SLITを実施した患者の口腔粘膜組織においてFoxp3陽性細胞が増加す
ることやinterleukin-10を産生する制御性T細胞が末梢血中で増加することが知られているが，そのメカニズムは未だに
明確になされていない．更に，アレルゲンは，口腔内の樹状細胞によって速かに捕捉され，その後，顎下リンパ節に

移動することが知られているが，どの種類の抗原提示細胞（antigen-presenting cell ; APC）が口腔粘膜でのアレルゲン
捕捉および顎下リンパ節における免疫寛容誘導に重要であるかは未知である．そこで私は，舌下免疫療法においてア

レルゲン捕捉および免疫寛容誘導に重要なAPCのサブセットであるCD11bmid CD11cneg細胞を同定した．このCD11bmid

CD11cneg細胞は，アレルゲン捕捉後に顎下リンパ節に遊走し，Naïve CD4 + T細胞にアレルゲンを提示し，Foxp3 +制御
性T細胞の分化を促進した．私は，多くの免疫細胞が存在する口腔粘膜組織において，特に口腔粘膜特異的マクロファ
ージサブセットCD11bmid CD11cneg細胞が免疫寛容誘導に必要であることを本研究で実証した．




